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自己制御の観点からみたスポーツ選手の

荷重点と姿勢の特徴について(その 2) 

明
由
出
!中田

A characteristic of step point and posture of sports player 

from the viewpoint of selfcontI叫 (II)

Nobuaki Tanaka1 

Abstract 

The purpose of this study makes clear whether there is difference between posture by a difference of step 

pOlllt. 

Subjects were 60 university ath1etes with age of 18 to 22. As markers， stickers were p1aced on the subjects 

at the following 10cations; ear ho1e， acromion， trochanter major， knee and 1atera1 malleolus on the side. 

While being videotaped from the side， subjects were p1aced on a 10ad meter and were asked to apply weight 

on both feet， on right foot and on the front of right foot. Step point measurements and posture were 

obtained from 10ad meter readings and video tapes respectively. Subjects were divided a group into three 

groups (front of step point， center of step point， rear of step point) according to a task. The following 

thing was made clear as a result of having done MANOV A. 

(1) In case of weight on both feet， there was not the difference of posture by a difference of step point. 

(2) In case of stood with right foot， they standing in the front of step point stood not to move hips before. 

(3) Even in case of stood with right foot and the front of right foot which， they standing in the rear of step 

point stood not to move all the body before. 

Key words : selfcontrol ， step point ， posture 

緒 Fヨ

「立つ」ことは，成瀬10) や星野4) が動作的，心理的構えであり，人聞にとって，主体的な行動の原点であるとし， 自

己コントロールして立っていると述べている。そして，星野5) は， I立つ」ことは，一見静的な状態に見えるが，実際は

動的過程としての運動技能の出発点にあたるもので，最初の姿勢の悪さは，それに続くプレイのすべてに悪影響を与える

可能性が高いと述べているO これらのことより， I立つ」ということは，自己コントロールであり，運動の基礎として分

析，検討することは，大変意義深いものであるといえる O しかしながら， これまでの立位に関する研究では，重心線2)6)13L

形態学的1)7)15)，生理学的3)12) に行われたものがほとんどであり，自己コントロールの観d点から取り上げた研究は，岩田8)9) 

の研究以外あまりみられなし、。岩田8)9) は，動作訓練を用いて，より安定してたてるように努力させた結果，荷重点が前

の方に変化したと報告しているO しかし，岩田8)9) は，荷重点と姿勢の関係については，分析を行っていなし」そこで筆

者14) は，荷重点と姿勢の特徴について報告した。この報告は，両足荷重，右足荷重，右前足荷重という立ち方の違いに

より，荷重点と姿勢の特徴を報告したものであり，荷重点と姿勢の特徴を示す基礎的資料のひとつであるO さらに，荷重

点と姿勢の特徴を明らかにするために，荷重点の違いにより姿勢に特徴がみられるかどうかを検討し，さらに基礎的な資

*慶磨、義塾大学体育研究所助手 lAssistant of the Institute of Physical 
Education， Keio University. 
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料を得る必要があるように思われる。そこで，本研究では，荷重点の違いにより，姿勢にどのような違いがみられるかを

明らかにすることを目的とする。

法方

被験者

被験者は，体育系大学男子学生60名とした(年齢18歳""22歳)。測定時は，海水パンツを着用した。
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右足荷重 (mm)図 3右足荷重 (mm)図 2両前荷重 (mm)図 1

開脚平行足による両足荷重(以下両足荷重と略記する)0 (図 1) ① 

開脚平行足による右足荷重(以下右足荷重と略記する)0 (図 2)② 

右前足による前足荷重(以下右前足荷重と略記する)0 (図 3)③ 
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実験場面は図4に示した通りである。姿勢を測定するためにカメラを荷重計の側端から3. 5m，高さ 1mの位置に設置

した。鉛直方向が分かるように，カメラの画面内に入るように天井からチェーンを吊るした。

(4) 姿勢の測定方法

a) 姿勢の測定点:側面;耳孔(以下頭とする)，肩峰(以下肩とする)，大転子(以下腰とする)，膝，外果。以上の

5点を測定点と定め， シールを貼り付けた。

b) 姿勢の分析方法:コンピューター画面上(座標となっている)でビデオテープを再生し，それぞれの立ち方での姿

勢の保持が安定したと思われる測定の中間(測定開始から 2，....， 3秒後)でビデオテーフ。を静止させ，各5点をプロッ

トした。このようにして取り込んだデータを，角度算出プログラムにより，鉛直線を基準に，外果からそれぞれ膝，

腰，肩，頭の角度を算出した。前に傾いているものが+で，後ろに傾いているものがーとして表した。 3回測定した

値の平均値をもって各点での角度とした。

(5) 荷重点の測定方法

片足3点支持による荷重計(図5)より測定した。

a) 足の位置:左右の足は，腫を測定板の重心となる位置に，つま先は，足の第2指骨が腫の点からの垂線上に置いて

(図 1，図 2)荷重計の上に立たせた。その足の置き方で，開脚での 2種(両足荷重，右足荷重)を測定し，休憩をい

れた。それから，前足(右足)は，腫を測定板の内側から測定板の重心からの垂線上 5cmの位置に，つま先をその

位置からの垂線上に置き，後ろ足(左足)は，つま先を測定板の内側から測定板の重心からの垂線上 5cmの位置に

置き，腫をつま先の点からの垂線上に置いて(図 3)荷重計の上に立たせた。その足の置き方で，右前足荷重の測定を

行った。 1種の立ち方につき 5秒間測定を行った。休憩中には，立つことについて考えさせないために単純な足し算

を行わせた。測定は， 3回繰り返し，測定終了後，足の大きさ(以下足長とする)をマルチン人体計測器によって測

定した。

b) 荷重点の分析方法:大道ω の質量中心の定義に基づ、き， 3個の質点から算出した。そして， 3回測定した値の平

均値をもって，荷重点とした。荷重点は，足長を100%とし，撞からの割合とした。

• 

ド~
50 

図5 荷重計 (mm)
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(6) 結果の処理

各課題において，荷重点が55%以上のものを前荷重群， 50:t 2 %のものを中荷重群， 45%以下のものを後荷重群とした。

そして，各課題で，荷重点の違いにより姿勢に違いがみられるかを検討するために，独立変数:荷重点，従属変数:膝，

腰，肩，頭として，多変量分散分析を行った。さらに，有意差のあった課題について下位検定(多重比較)を行った。

結果

表 1 両足荷重における荷重群別平均値(単位:%) 

N M SD 

前荷重群 12 57.19 1.370 

中荷重群 18 50.04 1.173 

後荷重群 12 42.05 2.153 

表 2 右足荷重における荷重群別平均値(単位:%) 

N M SD 

前荷重群 7 57.60 2.118 

中荷重群 16 50.10 1.175 

後荷重群 14 41.54 2.088 

表 3 右前足荷重における荷重群別平均値(単位:%) 

N M SD 

前荷重群 22 59.88 3.632 

中荷重群 19 50.12 1.225 

後荷重群 6 41.74 1.601 

表 1'""3は，各課題における前荷重群，中荷重群，後荷重群の荷重点の平均値を示したものである。両足荷重における

荷重点の平均値は，前荷重群:57.19土1.370%，中荷重群:50.04:t1.173%，後荷重群:42.05::t2.153%であった(表 1)。

右足荷重における荷重点の平均値は，前荷重群:57.60士2.118%，中荷重群:50.10::t1.175%，後荷重群41.54士2.088%で

あった(表 2)。右前足荷重における荷重点の平均値は，前荷重群:59.88::t3.632，中荷重群:50.12::t1.225%，後荷重群:

41.74土1.601%であった(表3)。

表4 両足荷重における荷重群別姿勢平均値(単位:0 ) 

膝 腰 肩 重員

前荷重群 M 6.77 4.63 1.58 3.27 
N=12 SD 3.77 2.14 2.11 2.32 

中荷重群 M 4.50 4.24 0.30 2.38 
N=18 SD 3.18 1.88 1.92 1.83 

後N荷=重12群 M 4.33 3.68 1.04 2.44 
SD 3.22 2.41 2.75 2.45 

-14-
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表5 右足荷重における荷重群別姿勢平均値(単位:0 ) 

膝 腰 屑 頭

前N荷=重7群 M 12.03 7.52 4.67 7.23 
SD 4.28 3.08 1.49 0.86 

中N荷=重16群 M 7.49 5.41 1.47 3.24 
SD 2.59 1.96 2.39 2.04 

後N荷=重14群 M 4.87 4.20 0.80 3.07 
SD 4.83 2.38 1.96 2.22 

---'-一 一一

表 6 右前足荷重における荷重群別姿勢平均値(単位:0 ) 

膝 腰 屑 頭

前N荷=重22群 M 9.15 4.82 2.26 5.01 
SD 5.17 3.32 3.07 3.63 

中N荷=重19群 M 5.92 3.58 0.24 2.41 
SD 4.86 3.31 3.37 3.41 

後N荷=重6群 M 0.40 -0.22 1.90 0.46 
SD 5.33 3.41 2.81 2.82 

表4'"'"'6は，各課題における前荷重群，中荷重群，後荷重群の姿勢の各測定点の平均値を示したものである。両足荷重

における姿勢の各測定点の平均値は，前荷重群:膝6.77土3.770
，腰4.63:t2.140

，肩1.58士2.110
，頭3.27士2.320

， 中

荷重群:膝4.50土3.180
，腰4.24士1.880

，肩0.30:t1.920
，頭2.38:t1.830 

，後荷重群:膝4.33:t3.22
0

，腰3.68士2.41
0

， 

肩1.04:t2.75，頭2.44:t 2.450

であった(表 4)。右足荷重における姿勢の各測定点の平均値は，前荷重群:膝12.03:t 

4.280 
，腰7.52士3.080

，肩4.67:t1.49
0

，頭7.23:t0.860
，中荷重群:膝7.49:t2.590

，腰5.41:t1.96
0

，肩1.47士2.390
， 

頭3.24:t2.040
，後荷重群:膝4.87:t4.830 

，腰4.20:t2.380
，肩0.80:t1.960

，頭3.07士2.220 であった(表 5)。右前足

荷重における姿勢の各測定点の平均値は，前荷重群:膝9.15:t5.170
，腰4.82士3.320

，肩2.26士3.07
0

，頭5.01:t3.630 
， 

中荷重群:膝5.92:t4.860
，腰3.58士3.310

，肩0.24:t3.370
，頭2.41:t3.41 0 ，後荷重群:膝0.40:t5.330 

，腰-0.22:t 

3.410 
，肩-1.90:t2.810

，頭0.46:t2.820
であった(表 6)。

表7

ウィ jレスク Al 
0.736 

表 8

ウィノレスクえ

0.430 

表 9

ウィノレスクえ

0.675 

両足荷重分散分析表

ラオR

1.491 

右足荷重分散分析表

ラオR

4.064 

両足荷重分散分析表

ラオR

2.229 
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表 7'""9は，各課題の分散分析表である。その結果，有意差がみられたのは，右足荷重 (p<.OO1，表8)，右前足荷重

(p<.05，表的であった。両足荷重は，有意差はみられなかった。

表10-1 右足荷重における多重比較結果(単位。)

膝 腰 屑 頭

前N荷=重7群 M 12.03 7.52 4.67 7.23 
SD 4.28 3.08 1.49 0.86 

中荷重群 M 7.49 5.41 1.47 3.24 
N=16 SD 2.59 1.96 2.39 2.04 

* * * * * * 
一
* p<.05 * * p<.01 * * * p<.OO1 

表10-2 右足荷重における多重比較結果(単位。)

膝 腰 屑 頭

前N荷=重7群 M 12.03 7.52 4.67 7.23 
SD 4.28 3.08 1.49 0.86 

後N荷=重14群 M 4.87 4.20 0.80 3.07 
SD 4.83 2.38 1.96 2.22 

* * * * * * * * 
」 一 一 一一 ー」

* p<.05 * * p<.Ol * * * p<.OOl 

表11 右前足荷重における多重比較結果(単位。)

膝 腰 屑 頭

前荷重群 M 9.15 4.82 2.26 5.01 
N=22 SD 5.17 3.32 3.07 3.63 

後N荷=重6群 M 0.40 -0.22 -1.90 0.46 
SD 5.33 3.41 2.81 2.82 

* * * * * * 

* p<.05 * * p<.Ol * * * p<.OOl 

表10'""11は，分散分析の結果，有意差のみられた右足荷重，右前足荷重について多重比較の結果を示したものであるO

右足荷重では，前荷重群と中荷重群の膝 (p<.05)，肩 (p<.Ol)，頭 (p<.OOl)において(表10-1 )，前荷重群と後荷重

群の膝 (p<.01)，腰 (p<.05)，肩 (p<.Ol)，頭 (p<.OOl)において(表10-2 )，それぞれ有意差がみられた。右前足荷

重では，前荷重群と後荷重群の膝 (p<.Ol)，腰 (p<.Ol)，肩 (p<.05)，頭 (p<.05)において有意差がみられた(表11)。

考察

分散分析の結果，姿勢について有意差がみられたのは，右足荷重，右前足荷重においてであった。両足荷重では，若干

各測定点において角度の違いはみられたが，有意差はみられなかった。これは，両足荷重では，荷重点が違っても，特徴

-16-
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となるような姿勢の違いはみられなかったということである。なぜ，荷重点に違いがあるのに姿勢に特徴的な違いがみら

れなかったかを考えてみると，両足荷重では，自然に立っていて，横や前などに特別に荷重をかけて立つわけではないの

で，前，真ん中，後ろと荷重点が違っても姿勢に違いがみられなかったのではないだろうか。それに対し，右足荷重，右

前足荷重は，それぞれ右足，前足に荷重をかけて立つわけであり，そのときに，姿勢に違いがみられたといえるO したがっ

て，荷重をかけていった立ち方について検討を加えていくことが必要なのではなし、かといえる O そこで，右足荷重，右前

足荷重において，検討を行う。右足荷重，右前足荷重では，それぞれ荷重を，横へ，前へとかけていて，立ち方の質が異

なるものである O

右足荷重では，前荷重群は，中荷重群と比べて腰を除く測定点において有意差がみられた。これは，真ん中よりも前で

立つものは，腰があまり前にでないということを示しているO すなわち，荷重点が前のものは，出っ尻で立っているとい

うことであるO また，荷重点が後ろのものは，荷重点が前で立っているものよりも，身体全体が後ろにあるということが

いえる。

右前足荷重では，前荷重群と，後荷重群の姿勢において，有意差がみられた。前足荷重であるから，荷重が真ん中より

も前にあるのが，次への動きには，有効であると考えられるO 前足荷重で問題になるのは，荷重点が後ろの場合であろう。

荷重点が後ろのものは，身体全体が前へ荷重していない，すなわち，次への動きを考えた場合には，荷重点と姿勢の両方

が，あまりいい状態ではないということがいえる。

これらのことをまとめると，横方向へ荷重した場合は，荷重点が前で立つものは，出っ尻で、立つO 横方向，前方向どち

らに荷重した場合でも，荷重点が後ろで、立つもの，すなわち，前へ荷重できないものは，身体全体を前へ動かさないで、立っ

ているということがいえる。

まとめ

本研究では，荷重点の違いにより姿勢に違いがみられるかを明らかにすることを目的とした。

被験者は，体育系大学男子学生60名であった。被験者に耳子し肩峰，大転子，膝，外果にシールを貼り，荷重計の上で

ビデオ撮影された状態で，両足荷重，右足荷重，右前足荷重の課題を行わせた。荷重計より荷重点を， ビデオより姿勢を

求めた。各課題ごとに，荷重点を，前，中，後に群分けした。荷重点の違いにより，姿勢に違いがみられるかを検討する

ために，多変量分散分析を行った。その結果，以下のことが明らかになった。

1. 両足荷重では，荷重点の違いにより，姿勢に違いはみられなかった。

2. 横方向へ荷重した場合は，荷重点が前で、立つものは，出っ尻で、立つO

3. 横方向，前方向どちらに荷重して場合でも，荷重点が後ろで、立つものは，身体全体を前へ動かさないで、立つO
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